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■ スマートフォンを持っている人の割合
■ 携帯電話を持っている人の割合
■ 両方共に持っていない人の割合

出典：栗原市防災情報の入手方法についてのアンケート調査
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スマートフォンを片手に街行く人をよく見かけます。その様
子は普段よく目にする光景になりました。これは、スマートフ
ォンが普及し、インターネットをはじめ、デジタル技術が私た
ちの生活の中に溶け込んでいることを実感させます。

今月は、デジタル技術を活用することで広がる、暮らしの便
利さを紹介します。

進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
と
年
代
間
の
格
差

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

情
報
を
調
べ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
令
和
４
年
度
後
半
に
全

世
帯
を
対
象
に
防
災
情
報
の
入
手

方
法
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
て
の
市

民
に
防
災
情
報
を
確
実
に
届
け
る

仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
市
民
の
多

く
が
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
市
民

の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
で
き
る
環
境
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

回
答
者
約
２
万
３
９
０
０
人
の

う
ち
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
人
の
割
合
は
、
20
歳
か
ら

50
歳
代
で
９
割
以
上
、
60
歳
代
で

８
割
強
、
70
歳
代
で
約
６
割
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

70
歳
以
降
は
、
そ
の
他
の
年
代
と

比
べ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
人
の
割
合
が
低
い
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
調
査
で
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
理
由

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、１
位
か
ら
順
に

「
操
作
方
法
が
不
安
」、「
毎
月
の
維

持
費
が
高
い
」、「
本
体
の
購
入
代
金

が
高
い
」と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
、

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

高
清
水
地
区
で
活
動
す
る
笑
福

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
出
前
講
座
を
受
講
し
ま

し
た
。「
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
も
っ
と
自
由
に
使
い
た
い
」。そ

の
思
い
か
ら
受
講
し
た
も
の
で
す
。

始
め
に
私
が
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い

方
を
講
師
に
聞
く
と
、
丁
寧
な
説

明
で
分
か
り
や
す
く
、
疑
問
が
解

決
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
会

員
か
ら
も
次
々
に
質
問
が
出
て
、

２
時
間
の
受
講
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
、
市
の
情
報

が
配
信
さ
れ
る
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
も
登
録
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
同
士
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

さ
っ
そ
く
や
り
取
り
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

Interview

●市民のスマートフォン・携帯電話所有状況

スマートフォンの普及で情報格差をなくす

市ウェブサイト

い・ど・う市民
セミナー

市では、市民の皆さんへ防災情報を確実に届ける
仕組みづくりとして、スマートフォンの購入補助や
操作方法を伝える取り組みを始めています。

ぜひ、利用してください。

い・ど・う市民セミナー
スマートフォン出前講座

市の職員を講師として派遣する、い・ど・う市民
セミナーでは、スマートフォンの操作を学ぶ講座が
あります。普段使っているスマートフォンを操作し
ながら受講できます。
●講座内容

スマートフォンの基本的な操作方法と安全に使
うためのポイント、市公式ＬＩＮＥ、マイナポー
タル、市が提供するオンラインサービス、新幹線
の切符の購入方法など
※講座内容は受講する人の希望に合わせて調整できます。

●募集定員
２人～１０人以内

●申し込み
市政情報課、各総合支所市民サービ

ス課に備え付けのガイドブックを確認
の上、申し込みください。
※詳しくは、ガイドブックまたは、

市ウェブサイトで確認してください。

企画部市政情報課　☎（２２）１１２６

市ウェブサイト

高齢者スマートフォン
購入費補助金

高齢者スマートフォン購入費補助金
７０歳以上の人で、スマートフォンを初めて購入

する人に購入費用を補助しています。
●対象

次の要件を全て満たす人
□昭和３０年３月３１日以前に生まれた人
□令和７年３月３１日までに、自身が使用する目

的で指定販売店からスマートフォンを初めて購
入し、モバイルデータ通信契約※をした人
※携帯電話会社が提供するインターネット通信のこと
※携帯電話からスマートフォンへの機種変更を含む

□世帯内でスマートフォンを持っている人がいない
□市税の滞納がない世帯
□市防災行政無線戸別受信機の貸与を受けていな

い人
□購入後に栗原市安全安心メールまたは、市公式

ＬＩＮＥに登録した人
※４月以降は、対象年が１年増しになります。

●助成金額
最大２万円
※本体購入費用、充電器購入費用、事務等手数料の合計金額に

対して補助します。

●申込方法
次の①～③の手順で申し込みください。
①指定販売店でスマートフォンを購入し、栗原市

安全安心メールまたは、市公式ＬＩＮＥに登録
②店舗備え付けの申請書に証明印を押印してもらう
③申込書に必要事項を記入の上、提出書類を添え

て各総合支所市民サービス課に提出
●指定販売店

□ケーズデンキ築館店
□ドコモショップ栗原店
□ソフトバンク築館
□ａｕショップ築館
※詳しくは、市ウェブサイトで確認してください。

総務部危機対策課　☎（２２）１１４９

 さ とう けん じ

佐藤  健治 さん（高清水６区）

笑福会 会長

特 集 デジタル技術でつなぐ未来

特集  デジタル技術でつなぐ未来


